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新日本石油精製（株）仙台製油所では、地域広報誌“うみねこ”を発

行し、当所の様々な活動をお伝えして参りますので、今後共よろしく

お願い申しあげます。 

さて、昨年９月２６日に発生した、十勝沖地震の影響による石油タン

クの大規模火災は、記憶に新しいところです。また、宮城県において

も５月２６日、７月２６日と連続して大きな地震があり、近い将来、

宮城県沖地震の再来が確実と言われておりますので、今回は地震対応

についてお話しいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆  タンクの耐震基準は（震度いくらまで大丈夫？） 

タンクは、基礎・地盤およびタンク本体に係わる耐震基準が消防法

で規定されています。この基準に適合したタンクは、関東大震災規

模（震度６強）の地震でも強度上問題ない（中身が漏れ出さない）

とされています。  

◆  当所タンクの状況は？ 

当所には、容量５００キロリットル以上のタンクが８０基あります

が、既に７７基は耐震基準をクリアしています。残り 3 基について

も耐震基準適合の準備を進めており２００９年に完了予定です。 

 

◆ 地盤は大丈夫？ 

（１）平成７年の阪神大震災を契機に消防法が見直され、地盤ボーリング

調査（深さ２０ｍまで１ｍ毎に液状化などを調査）を行っております。

その結果、当所の地盤は液状化が起こりにくいと確認されております。   

（２）十勝沖地震によるタンク事故は、地震波が石油タンクに到着した

ときには、５～８秒の長周期地震波が増幅されたためにタンク内の

油が大きく揺れ、浮屋根が破損して発生したものと推測されていま

す。当所のある仙台平野では、長周期地震波の増幅は見られず、十

勝沖地震のようなタンク浮屋根破損の可能性は極めて低いと推測さ

れます。  
 

◆製油所では万一の事故に備え、防災資機材の準備と地域広報を含め

た訓練等を行っております。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

う み ね こ 

地域のみなさまへ～ 仙台製油所からのお知らせ 

 

石 油 タ ン ク の 耐 震 性 に つ い て

（１）防災資機材 

●３台の地震計により、震度５程度で

設備を自動停止するシステムを導

入しております。 

●固定の消火設備の他、消防車（７台）

を常時構内に配備しております。 

（３）通報連絡 

●右図の通りです。 

（４）地域広報 

●広報車により地域広報を行うと共 

 

 

 
 

 

所内担当部署

（夜間休日：当直）

計 器 室 仙 台 消 防 局

塩 釜 消 防 本 部

仙台東・塩釜警察署

仙 台 労 基 署

宮  城  県

海 上 保 安 部

東 北 経 済 産 業 局

七 ヶ 浜 町

多 賀 城 市

非常時の通報連絡体制図

地 域 へ の 広 報

直通電話

固 定 消 火 設 備 回 転 梯 子

浮 屋 根 

浮屋根式タンクの構造

側板 と底板のつなぎ目部分はアニュラ板 と言わ

れ、地震の揺れで油が揺れると最 も荷重のかか

る部分で、新基準では耐震補強が施されます。

原油タンク（浮屋根式タンク） 

貯 蔵 量 が 多 い 場 合 

貯蔵量が少ない場合 

側 板 

底 板 

アニュラ板 
（２）訓練 

●製油所全体の訓練を定期的（本年度

は 5 回）に実施しております。 

に、地域区長さんに電話連絡いたします。  

●多賀城市役所・七ヶ浜町役場に連絡いたします。  

必要に応じ多賀城市役所・七ヶ浜町役場へ防災広報装置による広報を

お願いします。  


